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実践的メソッドを応用したレッスン●●
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トを読むだけでなく、文法などにも目を通しておくことで、英語に関する基本的な知識を深める
ことも狙っています。

さらに各レッスンの最後には、練習問題があります。練習問題にも取り組むことで、繰り返しレッ
スンを学んでいく中での修得度合を確認することができます。
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1　基本的な自己紹介

1

A： こんにちは / 私はダニエル ナガサワです。　ダンと呼んでください。

Hello, / I'm Daniel Nagasawa.  Please call me, Dan.

B： 私はトダ タカシといいます。

I'm Takashi Toda.

B： 呼んでください / タカと。

Please call me / Taka.

A： わかりました。　お会いできてうれしいです。 / タカ。

Sure.  Nice to meet you / Taka.

B： よろしくお願いします / こちらこそ。

Nice to meet you / too.

"Nice to meet you." （お会いできてうれしいです） ●

"Nice to meet you"というフレーズは日常会話でもビジネスの現場でも使われま
す。しかしいくつか同義のフェーズを知っておくと、会話力の自信にもつながります。

 It's an honor to meet you. 
（VIP 待遇の方に対する表現です）

 How do you do?
（かなりフォーマルですが、ちょっと古い表現です）

 It's a pleasure to meet you. 
（通常のビジネスの現場ではかなり使われます） 

 Pleased to meet you.
（一般的ではないですが、フォーマルな場面で使えます） 

 Nice to meet you.
（かなり一般的な表現です） 

"Nice to  ● fi nally meet you." （やっとお会いできてうれしいです）

会いたかったけどなかなか会えなくて、今やっと会えた、といった場面で使われま
す。 たとえば、メールや電話では会話はしていたのだけども、遠隔地に住んでいた
のでなかなか会えなかったネイティブの友人に再開したときの、第一声などに用い
てみましょう。きっと、英語が上達したね、と言われるはずです。 

Tips  文化的背景の違いを意識して英語をもっと学んでみよう

日本語の名前は外国人には難しく、早く話すと聞き取る事が難しいことがあり
ます。また、外国では名前が苗字（姓）の前という順番になっているので、自
己紹介をするときはゆっくりと伝え、名前と苗字（姓）の間に少し間を置いて話
しましょう。

Basic Introductions

基本的な自己紹介1

自己紹介／ I n t r o d u c t i o n sL e s s o n  1

   001   090   179

Polite / Formal
公式の場

Casual / Friendly
カジュアルな場面

42

Lesson 2　オフィスにて／ In the Office
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4　助動詞について

2

Auxiliary Verb

助動詞について4
●● shallとshould

助動詞は、「話し手の心理」を動詞に加える働きがあります。では、"Now you 
should be able to connect（これで接続できるはずです）" の助動詞 "should"
はどういう意味でしょうか。

文法上は、should は shall の過去形なのですが、助動詞の過去形は「表現をや
わらげる」働きが加わります。shallはむしろmustに近く「絶対～しなくてはならない」
という100%強制のニュアンスがあります。一方、should は shall や must ほどは
強制的ではないものの、話し手が「進むべき道」を確信的に語るときに使われます。
ただし、100％強制的な感じがしない分、should を使った表現は、やや話し手の謙
虚さが出るのです。

●● canとbe●able●to

また、助動詞 can と意味のよく似た助動詞相当の "be able to" ですが、can の
代用として使われるのではありません。次の例文を見てみましょう。

（1） You can connect the network cable.
（2） You are able to connect the network cable.

（1）も（2）も日本語に訳すと「あなたはネットワークケーブルに接続できます」
となりますが、ニュアンスは異なります。
（1）を意訳すると「君が（潜在的に）ネットワークに接続する能力がある（のを

私は見透かしている）」と、話し手の心理がかなり加わった意味になります。
一方（2）は、「君がネットワークに接続することは（絶対）できるんだよ」と、「で

きる」ことをわざわざ強調するニュアンスになります。もっともポピュラーに「できる」
を表現する can が使える場面なのに、わざと "be able to" を使うということが「で
きる」という行為を強調してしまうためにこんなニュアンスが生まれるのです。

練習問題　●● 空欄に当てはまる単語を選んでください。

1）●● Use●a●LAN●cable●to●_____●to●the●internet.
a) collaborate b) correct c) collect d) connect 

2）●● You●need●to●turn●_____●your●airport.
a) in b) on  c) up d) to 

3）●● Please●do●a●search●_____●the●printer●driver●on●the●In-
ternet.
a) for b) by c) on  d) with 

4）●● Open●_____●your●browser.
a) for b) to c) on  d) up 

5）●● Follow●the●steps●for●_____.
a) instruction b) installation c) instigation  d) interpretation 

6）●● Choose●page●setup●from●the●file●_____●down●menu.
a) drop b) drip c) drag d) dock

7）●● It's●a●good●idea●to●set●up●other●common●_____.
a) setups b) posts c) presets d) situations 

8）●● Do●you●want●to●print●_____●color●or●black●and●white?
a) by  b) in c) to d) on 

9）●● I●want●to●print●_____●numbers●only.
a) even b) first c) count d) best

10）●Great.●Thanks●_____●your●help.
a) with b) so  c) for  d) by

答え：   1) d   2) b   3) a   4) d   5) b   6) a   7) c   8) b   9) a   10) c

スキット（寸劇）
実際の場面（シーン）を想定し
た英語による会話を再現して
います。英語を英語として理
解するために重要なスラッシュ
リーディングができやすいよう
に、英文・和文ともにあらかじめ
スラッシュを入れてあります。

スキットに続けて、ポイントと
なる文法や慣用句事例などを
解説しています。発音だけでな
く、文法の確認や応用例などに
も目を通しておきましょう。

各レッスンの第4項は、その
レッスンで重要となる文法を
解説していたり、スキットで学
んだ慣用句的な言い回しに関
しての追加事例などを掲載し
ています。
スキットだけでなく、これらにも
目を通しておくことで、英語に
関する基礎的知識を深めるこ
とができます。

同じ第4項に練習問題を掲載し
ています。練習問題に取り組む
ことで、ご自身の英語学習レベ
ルを随時確認することができ
ます。


